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「デジタル・シティズンシップ」を捉える 

 

荒井 英治郎（信州大学 学術研究院総合人間科学系）  

 

１．はじめに 

 

 本稿は、2022 年度に開講した教職科目（選択）「現代社会と教育問題」（2022 年

11 月 15 日）の授業にオンラインゲストとしてご参加いただいたゲストティーチャ

ー（今度珠美氏：鳥取県教育委員会デジタル・シティズンシップエデュケーター）

の講演内容を再構成したものである。記録作成に当たっては、山田海智さん、後藤

友作さんに尽力いただいた。記して感謝を申し上げたい。 

 

２．ゲストティーチャーの話 

 

(1)自己紹介 

 

【ゲスト】今日のテーマは「DC」です。コ

ンピュータ１人１台時代を生きる子どもた

ちがどのようにコンピュータと付き合って

いくのか、一緒に考えていきましょう。 

 私は 2006 年より鳥取県教育委員会の講

師として情報教育、メディアリテラシー教

育の授業実践、研修、講演等を行っていま

す。また、2020 年からは国際大学グローバ

ルコミュニケーションセンターの客員研究

員も勤めています。これまで情報モラルの

授業実践、教材開発、書籍出版等を行ってき

ましたが、この 16 年間、文科省の教材や総

務省のネットトラブル事例集の執筆等にも

関わってきました。デジタル・シティズンシ

ップ（以下、DC）を本格的に研究するよう

になったのは、2017 年からです。 

 現在は研究者とともに日本デジタル・シ

ティズンシップ教育研究会を立ち上げ、授

業実践の研究や教材開発等を行っています。  

 

(2) 情報モラルとデジタル・シティズンシ

ップ 

 

【ゲスト】先日、日経のウェブ記事に「次期

学習指導要領で、デジタル・シティズンシッ

プ推進へ」という記事が出ました。ここで

は、「デジタル社会では、デジタル・シティ

ズンシップが備わっていることが前提であ

り、次期学習指導要領ではデジタル・シティ

ズンシップ教育を各教科等で推進する方向

性を明記。」と記されていました（令和 4 年

6 月 2 日：内閣府総合科学技術・イノベー

ション会議）。このように、DC がこの 2 年

間で、国や全国の自治体から注目されるよ

うになってきました。教育方針に DC を明

記する自治体も急増しています。 

 しかし、様々な疑問を持つ方も多くいま

す。「また新しい考え方や新しい教育が導入

されるのですか。もう新しいカタカナ用語

【授 業 記 録】 
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はいいのですけど」、「学問領域として、まだ

認められてないのではないですか」、「情報

モラルと何が違うのですか」、「情報モラル

で十分カバーできるのではないですか」、

「情報モラルを更新していったらいいので

はないですか」など、たくさんの疑問をいた

だきます。今日はこういう疑問にもお答え

をしていきたいと思っています。 

 まず、従来の「情報モラル」とは何が違う

のか。「情報モラル」の定義は、「情報社会で

適正な活動を行うための基になる考え方と

態度」です。これは 1999 年告示の高等学校

学習指導要領で新設された教科「情報」の中

で示され、現在まで引き継がれている定義

です。そして、その情報モラルの教材は、例

えば、「自分を律し、適切に行動できる正し

い判断力と、相手を思いやる心、ネットワー

クをより良くしようとする公共心を育てる

こと」、「危険を回避し、安全に生活するため

の知識を身につけること」といったことを

目指して作成されているものが多いです。 

 では、DC はどういう教育なのか。日本で

は、最近知られるようになりましたが、アメ

リカ、ヨーロッパでは広く実践され研究さ

れている国際的にスタンダードなメディア

教育です。また、DC は多くの論文が出され

るなど、既に学問領域として確立していま

す。さらに国際工学教育学会がその定義を

示していることから、デジタル・シティズン

シップは学術用語でもあります。欧州評議

会では「デジタル技術の利用を通じて、社会

に積極的に関与し、参加する能力」と定義し

ています。 

 マイク・リブルが『学校リーダーのための

デジタル・シティズンシップハンドブック』

を出版しました。そこでは、デジタル・シテ

ィズンシップ教育には９つの要素があるこ

とを示しており、メディアリテラシーと情

報評価能力は 5 つ目の「デジタル・フルー

エンシー」に含まれるとしています。そし

て、DC 教育は、ICT の利活用が前提であ

り、心情ではなく安全かつ責任を持って行

動するための理由と方法を学んでいくとい

うこと、それから、仕組みを理解するだけで

はなく、法的・倫理的にふるまうための能力

とスキルを育成していく学びであるという

ことも述べられています。 

 DC 教育の実践に着目すると、特にアメ

リカでは熱心に行われていて、小学校 2 年

生から高校 3 年生まで、年６回 DC を学ぶ

カリキュラムが組まれています。日本の情

報モラルは私の実感では各学校で授業され

るのは年２回程度ではないかと思います。 

 ところで、この DC は、1990 年代初期の

頃にアメリカで誕生したと言われています。

しかし、初期 DC は、実は今とは少し違っ

ていました。「インターネットには危険が潜

んでいる。だから子どもを悪いものから遠

ざけなければいけない」というように、リス

ク管理が重視されていたのです。しかし、い

くら危険性を強調しても、子どもたちのト

ラブルは減らない。それどころか、子どもは

日常的にインターネットを活用するように

なっている。こういった点を踏まえ、2010

年以降はデジタルへの参加をメリットと捉

え、ICT の良き使い手になるといった現在

の学びへとアップデートされていきました。

このように DC は、社会情勢に合わせて、

アップデートしてきた教育と言えます。 

 さらに 2016 年には DC に「メディアリ

テラシー」が包摂されました。ここにも社会

的背景があります。2016 年はアメリカ大統
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領選挙がありトランプ大統領が誕生しまし

た。そして、フェイクビジネスが生まれまし

た。デマ情報を流すことが莫大な利益に繋

がり、ビジネスとして成立してしまったの

です。このような状況に対して、多くのメデ

ィア関係者や教育関係者が社会の分断や民

主主義の根幹を揺るがしかねないと危惧し

始めました。同じような思想や価値観の人

とのみ対話する状況がインターネットで広

がる中で、寛容さを学ぶ多様性や色々なあ

り方を議論する、そういう場面を教育現場

で作ることが急務であると言われるように

なり、DC にメディアリテラシーが包摂さ

れ、重要な位置を占めることになりました。 

 全米でメディアリテラシーのための条例

を制定している「Media literacy Now」を設

立したエリン・マクニールは、「メディアリ

テラシーと DC は教育政策において、どの

ような場合でもともに議論されるべきであ

る」と述べています。このように DC は様々

な必要な学問を取り入れながら更新されて

いますが、緻密な研究成果が反映されてお

り、教育関係者だけではなく、メディア関係

者も参入しながら議論されてきています。 

 DC は、次のような行動をするための手

順と方法を学んでいくように進められてい

ます。「ネット上に残り続ける可能性のある

個人情報や管理する情報の未来に渡る影響

を意識して行動すること」、「ネットを介し

たコミュニケーションでは、ネットという

公共の倫理、作法を意識して行動する力が

必要であること」、「創造者としての責任を

理解し、行動できること」。こういったこと

から、デジタル・シティズンシップは、「行

動規範」と呼ばれています。ちなみに、先ほ

ど情報モラルの定義をお伝えした中で、「情

報社会の基になる考え方と態度」とありま

したが、DC は、考え方や態度を学ぶのでは

なく、行動するための手順と方法を学ぶ。こ

こが大きな違いとなります。ちなみに情報

モラルは「心情規範」と言われることが多い

ですが、DC は「行動規範」と呼ばれます。

このように、情報モラルと DC は同じよう

なテーマを扱っていますが、異なる教育で

あることはご理解いただきたいと思います。

DC は、市民社会に参加するスキル、社会の

創り手の育成、つまり個人の安全な利用の

ための考え方や態度を学ぶのではなく、デ

ジタルを扱う良き市民となるための学びで

す。市民社会に参加するスキルを学ぶ、どう

いった社会を目指すのか、目指す社会像を

持っていることはとても重要ですね。 

 

(3) デジタル・シティズンシップ教育の実

践 

 

【ゲスト】では、実践のポイントをお伝えし

ていきます。DC の実践を語る上で欠かせ

ないのは、『Common Sense Education』と

いうハーバード大学大学院の Project Zero

という研究機関が開発した教材です。 

 DC では、６領域を学ぶカリキュラムが

組まれています。メディアをバランスよく

使うための約束を考えていく①「メディア

バランス」や②「プライバシーとセキュリテ

ィ」、アクセス履歴などを考える③「デジタ

ル足あととアイデンティティ」、そして、④

「対人関係とコミュニケーション」、⑤「ネ

ットいじめ、オンライントラブル」、⑥「ニ

ュース・メディアリテラシー」。その伝え方

や学び方は情報モラルとかなり違います。 

 実践には、次のポイントがあります。例え
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ば、「ICT の利活用を前提とするというこ

と」、「インターネットという公共のマナー

を学ぶこと」。インターネットは公共空間で

すから、公園とか図書館と同じように、公共

での作法とか振る舞いがあるわけです。そ

れから、シティズンシップは市民教育です

から、「価値観の違いという多様性を理解し

ていくこと」。そして、「悪い結果だけを強調

しないこと」、「個人は安全な利用のためだ

けに学ぶのではなく、人権と民主主義のた

めの情報社会を構築する良き市民となるた

めに学ぶ、市民教育であるということ」。こ

れらが大きなポイントになります。 

 授業では「言葉を大切にする」というポイ

ントもあります。導入では、まず言葉の定義

を行います。例えば、「メディアバランスト」

はどのような意味か。その前に「メディア」

とは何かを定義する。それからインターネ

ットでの自分の振る舞いがどこまでの責任

に繋がるかなどを学ぶ「責任のリング」とい

う授業がありますが、まず責任とは何かを

定義します。このように言葉をきちんと定

義することは、とても大切なステップでは

ないかと思います。 

 それから「立ち止まる手順」を学んでいき

ます。授業では、たびたび「立ち止まる」と

いう言葉が出てきます。インターネットで

は私たちはすぐクリックしたり、反応した

り、投稿したりなど、スピーディーに行動し

てしまうことが多いわけです。しかし、どん

な場合においても、一旦立ち止まって考え

ることは非常に重要ですから、そのための

手順と方法を学んでいくわけです。そして、

授業の最後には、インターネットで行動す

るため、「立ち止まる」「考える」「相談する」

という３つのステップが登場します。 

 例えば、小学校低学年の場合は、道路を渡

るときと同じで、「何か困ったときや、何か

するときは一旦一休みして、考えて、尋ねよ

う。大人の人に助けてもらおう」、小学校高

学年や中学生の場合は、「困ったときは３つ

のステップを思い出してね。一旦立ち止ま

ろう。そして考えて、相談しよう」という形

で一緒に学んでいきます。このように DC

はシンプルなキーワードが繰り返し登場し

ますから、子どもたちもインプットしやす

いのではないかと思います。 

 DC を学ぶ目的である良きデジタル市民

となるためには、①「落ち着いて内省する」、

②「見通しを探求する」、③「事実と根拠を

検討する」、④「可能な行動を想定する」、⑤

「行動を起こす」といった５つの資質を育

成することが大切であると伝えています。

これはオンライン上での振る舞いに限りま

せんね。まさに DC が社会で生きて行くた

めの大切な資質、力を育成する学びである

ということが理解いただけるのではないか

なと思います。  

 さらに DC のもう１つの特徴は、学びを

家庭と共有する点です。例えば、アメリカの

教材『Common Sense Education』では、全

てのカリキュラムに保護者向けのアクティ

ビティが用意されています。子どもが学ん

だ後に家庭で保護者も同じように学べるカ

リキュラムが組まれています。これを見た

とき、私も非常に驚きましたが、ぜひ日本で

も行っていきたいと考えており、私たちが

作成しているカリキュラムには保護者宛の

文書を用意するなどして積極的に進めるよ

うにしています。 

 このように DC は行動する方法を学んで

いくように提案されています。良き情報社
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会、人権が守られる民主的な社会を構築す

る良き市民となっていく。そのために、公共

の倫理教育、市民教育として、私たち１人１

人がどのような使い手になり、そして情報

社会でどのように振る舞う必要があるのか

を提案する、それが DC と言えるのではな

いかと思います。いつも DC は市民教育で

あるという点を強調しています。 

 DC には６つの領域のうち、今日は「メデ

ィアリテラシー」の教材の解説を行います。

日本で「メディアリテラシー」というと、ど

うしても情報活用能力と結びつけ実践され

たり、情報の真偽を見極める、偽情報を読み

とくことを目指した教材が多いです。しか

し、DCのメディアリテラシーは「人権教育」

である点が大きな特徴です。  

 なぜ人権教育としてメディアリテラシー

が提案されているかというと、背景に、DC

にメディアリテラシーが包摂されるきっか

けとなったこと、メディアが社会的分断や

人種差別、人権侵害に繋がっていくもので

あることなどが関係しています。 

 DC のメディアリテラシーでは核となる

５つの質問が用意されています。この５つ

の質問のバリエーションから学びが深めら

れるように提案されています。5 つの質問

を見ていただくと、個人の感情や知識経験

のバイアスがメディアの理解をどのように

形成しているのかが、ご理解いただけるの

ではないかと思います。つまり、例えば「情

報を正しく見極めましょうね」、「偽情報を

読み解きましょうね」といくら伝えても、私

たちにはバイアスがあり、そのバイアスを

通して情報を見る限り、やはり正しく見極

めることは難しいわけです。自分の価値観

やこれまでの経験・思想を通して情報を見

ることは当然あるわけです。それでは、その

バイアスがメディアの理解をどのように形

成していくのか、例えば、よく言われる「フ

ィルターバブル」ですね。見たいものしか見

ない状態や、「エコーチェンバー」と言われ

るような、自分と同じ考えばかりに共鳴し、

自分の考えがどんどん強化されていく傾向

があります。こういう状況を打破するため

にもメディアリテラシーを学ぶことは必要

なことと言えます。 

 では、５つの質問について説明します。最

初の 3 つは、①「このメッセージは誰が作

成したのですか」、②「私たちの注意を引く

ために、どのようなテクニックが使われて

いますか」、③「人々はこのメッセージをど

のように解釈するでしょう」です。 私たち

がメディアのメッセージを解釈する際、私

たちの背景や価値観、信念がどのように反

映しているかを考えることが大切です。ど

んなメディアでも、どんな情報でも見る人

の数だけ解釈があります。自分とは違う背

景を持つ人が同じメッセージをどのように

異なる解釈をするか、これを理解すること

はすごく大事です。 

 次の質問は、④「どのようなライフスタイ

ル、価値観、視点が表現されていますか。あ

るいは欠けていますか」です。メディアの解

釈やメッセージは様々な価値観や視点が埋

め込まれています。特定の視点が欠落して

いる場合、それはメッセージにどのような

影響を与えるか。このように特定の固定概

念や価値観、視点を強調することがあるこ

と、それによって何が見えなくなっていく

かを議論するようにされています。 

 最後の質問は、⑤「このメッセージはなぜ

送られているのですか」です。メッセージの
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目的を探ることはとても大切なポイントで

す。このように、授業では５つの質問のバリ

エーションの中で、子どもたちがメディア

を批判的に考えていけるように構成されて

います。デジタルニュースと情報源の信憑

性や信頼性を特定し、人権に配慮し、思慮深

いメディア創造者、消費者としての責任を

持つためのスキルと気質が養えるように授

業が構成されています。 

 

(4) 授業カリキュラム 

 

【ゲスト】では、具体的なカリキュラムの構

成について説明します。 

 まず、小学校 2 年生では他人の仕事をど

うやって評価するかを学んでいきます。イ

ンターネットで行動することが信用を与え

ることに繋がっていく、信用を与えること

が、人の仕事に対する敬意の表れであるこ

とを理解し、他人の作った創造物などに対

する正しい扱い方や向き合い方を学んでい

くように構成されています。 

 小学校 3 年生ではどうして人はデジタル

写真や動画を加工するのかを学んでいきま

す。例えば、メディアで提示される写真や動

画は、改竄される可能性があることを理解・

認識する。そしてどうして改竄されるのか、

その理由を特定していく、そして改竄され

た写真や動画を分析する力を身に着けてい

く、こういったことを学んでいきます。 

 小学校 4 年生では、著作権も扱っていき

ます。小学校 5 年生では、オンラインニュ

ースの読み方を学んでいきます。オンライ

ンニュースは関係ない広告や記事もついて

いたりします。そこにはどのような意味が

あるのか、ニュースを読む際に気をつける

べきことは何かを学びます。 

 小学校 6 年生になると、信頼できるニュ

ースを読む、さらにニュースを読み解くた

めの方法を学んでいきます。ここではフェ

イクニュースなども扱います。 

 中学１年では、フェアユース、中学 2 年

生ではニュース速報について学んでいきま

す。どうして報道機関はニュースを、どこよ

りも早く速報したがるのか。 ニュース速報

を提示し、報道機関のあり方を理解してい

きます。そしてニュース速報を分析して、誤

った情報や不完全な情報の手がかりなども

学んでいきます。中学 3 年生では、デマと

フェイクを学びます。 

 高校１年生では、確証バイアスを学んで

いきます。確証バイアスは、自分の支持する

情報ばかりを集めて、自分の支持しない情

報は見ないような傾向のことです。確証バ

イアスとは何かを定義し、それがなぜ起き

て、そして自分の確証バイアスに挑戦する

ための戦略を練っていきます。 

 高校 2 年生になるとクリックベイトにつ

いて学びます。クリックベイトは、ネット上

の虚偽や誇大的な広告です。このクリック

ベイトがフェイクニュースの拡散にどのよ

うに影響を与えているのかを理解する、そ

してフェイクニュースや誤報と戦うことが

誰の責任であるかを学んでいく。 

 そして、高校 3 年生になると、フィルタ

ーバブルを学んでいきます。フィルターバ

ブルとは何か、どのように発生するのか、フ

ィルターバブルの限界と欠点について考え、

自分のフィルターバブルから脱出するため

の戦略を練っていきます。 
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(5) 家庭との連携 

 

【ゲスト】今紹介したのは『Common Sense 

Education』の教材を踏まえたものですが、

小学校低学年から高校３年生まで、毎年メ

ディアリテラシーを学び、段階ごとに、学び

が深められるように提案されています。 

 先ほども言いましたが、メディアリテラ

シーの教材には家庭でのアクティビティも

用意されています。人権に配慮する社会を

作るために、子どもたちが社会的課題に目

を向けるために、家庭の協力が必要である

ことを繰り返し伝えていくことが大切です。

例えば、日本では、保護者には、自分の子ど

もが危険な目に遭わないためにという視点

で教えるのではなく、私たちの社会をどう

いう社会にしていくか、その１人となるた

めに子どもたちを育成していく責任が私た

ち大人にあるということを伝えています。 

 さて、DC を日本でどのように育成して

いくかについてですが、階段を登るように

段階的に育成していくことが大切です。年

６回実施することは難しいですが、１人１

台環境が整備されていますからその広がり

に合わせて無理のない範囲で必要なテーマ

を導入していただいたらと考えています 

 例えば、年度初めには「やっぱりちょっと

使い過ぎが心配だから、メディアバランス

を学んでおこうかな」、さらにできることが

広がってきたら、「対人関係のトラブルとか

も生まれるかもしれないから、ネットいじ

めや対人関係を学ぼうかな」、さらに活動が

広がってきたら、「ちょっとやらかし投稿と

かもしちゃうかもしれないから、デジタル

足跡やプライバシーを学ぼうかな」、そして、

創造活動が広がってきたら、「メディアリテ

ラシーも必要かな」というイメージです。無

理のない範囲でゆっくり学んでいただきた

いですね。 

 ただ、DC は「行動規範」ですので、これ

までの情報モラルのようにトラブルが起き

たら学ぶという対処療法的な学びというよ

りは、彼らがこれから行動するときに必要

な選択判断ができるように学ぶ視点は持っ

ていただきたいと思います。 現代社会で情

報通信技術や情報機器を使わない選択肢は

もはやありません。ですから、彼らが必要な

学び、きちんと行動できるように学んでい

くこと、必要なスキルや知識を身に着けて

いくことが必要なのではないかと思います。 

 一方、これまではどうしても抑制的な指

導が多かったのではないかと思います。し

かし、刃物と同じで、包丁は危険だから、子

どもたちには使わせないなんて言わないで

すよね。使い方を学ぶことで、おいしい料理

を作ることができ、周りを幸せにすること

ができるように、安全に利用するスキルや

知識、作法を学ぶことで可能性を広げ、良き

使い手となることができるのではないかと

思います。そして子どもたちがネットでト

ラブルを起こしたとき、いつもそばにいて

あげることはできませんから、子どもたち

が正しい判断、選択ができるよう、その知識

やスキルをしっかりと学んでいくことが必

要ですし、子どもたちを立ち止まらせるの

が、まさに知識ではないかと思います。いく

ら制限をかけても子どもたちはしたいこと

があればどんなことをしてもしようとする。

でも、知識があれば立ち止まる。知識をもっ

て立ち止まり、考え、そして行動することが

できるのではないかと思います。 

 DC 教育とは、価値観の違い、多様性に配
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慮し、検討していく学びであること、ネット

という公共の作法や振る舞いをポジティブ

に学んでいく学びであること、人権と民主

主義のための社会を作る、良き市民、良き使

い手となるための学びであること、そして

批判的思考と創造者としての責任を学ぶ、

創造性の育成へとつなげる学びであること

を、是非ご理解いただきたいと思います。 

 

(6) 質疑応答 

 

【参加者】小学校低学年の子どもたちに対

して、ネットの悪い側面だけでなくポジテ

ィブに、匿名性が高いネットのマナーを学

んでもらう方法にはどのようなものがあり

ますか。 

 

【ゲスト】アメリカの『Common Sense 

Education』の低学年の教材が何を教えてい

るか、次の動画を見てみてください。この動

画のように、インターネットは町みたいと

いうことを伝えて、インターネットは広が

っている世界だよということを伝えながら、

とても強調していることは「活用すること

で、君たちのできることが広がるね」「活用

は広がっていくのだよ」とインターネット

をとてもポジティブに捉えていることです。

そして、「やりたいことがたくさんある。そ

ういったあなたたちのやりたいということ

を叶えてくれる世界でもあるのだよ。だけ

ど、そこで振る舞うためには、 やっぱり守

らなければいけない約束があるのだよ」と

いうことで、①「まず大人に聞くこと」、②

「話す相手は知ってる人だけ」、③「子ども

が見てもいいところだけをみる」と 3 つの

約束を伝えていましたよね。こういう風に

分かりやすい動画や例えで、子どもたちが

歩む場所、そして行動する場所は公共の場

所であること、それはあなたたちの可能性

を広げる場所であること、ただ、やはりそこ

は公共だから守らなければいけないことが

ある点を伝えていきます。 

 

【参加者】今回のお話の中心は小学生から

高校生までの教育方法でしたが、大人にも

理解してもらう必要があると思いますが、

いかがでしょうか。 

 

【ゲスト】私も大人がまずシティズンシッ

プを学んでいく必要があると実感していま

す。人権研修等を担当することもあります

が、そこでは、「シティズンシップ」という

視点で、例えば、メディアリテラシーを使う

場合は、私たちにはバイアスがあり、バイア

スを取り除いて見る力をつけていくことは、

人権に配慮できる社会を作っていくために

必要であるという話をしています。 

 

【参加者】DC に対する批判や懸念にはど

のようなものがありますか。 

 

【ゲスト】まず負担感はとてもよく言われ

ます。また、DC で子どもたちのトラブルを

抑制できるのか、抑制できないならばやは

り情報モラルが必要なのではないかという

ことも言われます。また、カリキュラムに組

み入れるときに、どういった教科領域で扱

えるのか、学習指導要領ではどのように扱

うのか、今後どうなっていくかもよく聞か

れます。 

 まずトラブルに関して、これまでの情報

モラルでトラブルが回避・抑制できていた



「デジタル・シティズンシップ」を捉える 

 

130 

 

のかというと甚だ疑問です。それ以前に先

生方がそれだけ言えるほど、これまで情報

モラルを実践してきたかというと、なかな

か難しいです。では、DC になったら、年に

何回もカリキュラムを組めるかというと、

それはそれで難しいとも言われますが、そ

こは私たちもきちんと提案していかなけれ

ばいけないと思っています。負担に関して

は、実は実践していただくとわかりますが、

子どもたちが議論する場面がとても多く、

実践された先生方は非常に面白い、どんど

んやっていきたいと言われる方が多いです。

また、DC を実践したことで、他の教科の授

業観や授業の方法なども変わってきたと言

われる方も多数います。 

 

【参加者】DC 教育の担い手として、教職員

に期待していますか。それとも専門団体に

委託する方向が考えられますか。 

 

【ゲスト】私たちとしては、これは学校で教

員が行う授業だと考えています。これまで

のように外部講師が入って話をしたり、一

発授業をしたりして終わりというような学

びでは決してありませんから、そこはしっ

かりとお伝えしていきたいと考えています。  

 

【参加者】DC 教育の時期と頻度について

お聞きします。今の時代は、小学校低学年か

ら毎日のようにネットに触れている人たち

がいると思います。また、本日の配布資料に

は、中学 2 年生で「ニュース速報にどう反

応するべきか」を学ぶとありましたが、少し

遅いのではないかと思いました。頻度や時

期について、どのように考えていますか。 

 

【ゲスト】日本の学校は教えることが非常

に多いです。ですから、例えば年 6 回 DC

を組み入れてくださいと提案してもなかな

か難しいです。それはアメリカも同じで、日

本ほどカリキュラムが詰め込まれているわ

けではありませんが、年 6 回実施するのは

相当大変なことだと思います。メディア教

育の重要性に鑑みれば、頻度が少ないと言

われれば確かにそうかもしれません。ただ、

これまでの情報モラルが年に 1、2 回程度だ

ったことを考えて、私は教職員研修等の場

では、少なくとも 4 回は実施していただき

たいとお伝えしています。 

 それからニュースを読み解く内容が、中

学生からでは遅いのではないかというご指

摘ですが、カリキュラムの対象学年は参考

であって、その学年にこれをしなければい

けないということでもありません。ですか

ら、アレンジして、他の学年で扱うことも当

然できるようになっています。 

 ちなみに、私が小学校のメディアリテラ

シーで授業する場合は、小学校 2 年生で「テ

レビの CM の嘘を見抜こう」という授業を

したことがあります。テレビの CM はオー

バーな表現や誇張された表現が多く含まれ

ます。そういったものを見抜こうという教

材を使いましたが、小学校低学年の子ども

は、CM は本当のことを伝えていると思っ

ている子が多いですから、批判的に見る、ア

ダルトディスカウントの視点を持つことを

目的にやってみたところ、十分授業ができ

ました。 

 

【参加者】高校では「情報」の免許を持って

いない先生が多い状況にあります。専門性

のない教員が授業で情報モラルの話をする
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と、正しい知識が身に付かないのではない

かと思います。教員の知識差という問題に

関しては、どのようにお考えでしょうか。 

 

【ゲスト】以前私が出版した『情報モラルの

授業』の共著者は高校の情報の先生でした。

彼のように情報モラルやメディア教育を研

究している高校の情報教員は非常に少なく、

そもそも免許を持っておらず、代用してい

る先生も多いです。その中で、情報モラルが

どのように扱われてきたかと言うと、実は

あまり扱われていません。特に高校では外

部講師に頼りきりだったり、授業をやって

いなかったりということもあったようです。

ですから、知識差を考えると、まずそこにす

ら至っていないというのが実感です。 

 さらにその情報モラルを DC にアップデ

ートしていくとなると、先生に正しく伝え

て頂けるかというとなかなか難しいです。 

 例えば、DC はディスカッションをする

中で学んで考えていくわけですが、先生が

一方的に喋って終わりの情報モラルと変わ

らない学びになってしまったら、何の意味

もありません。ですから、先生方がきちんと

実践できるように、私たちも提案したり、研

修を行っていくことが責任であると考えて

います。まずは、小中学校でと考えています

が、高校の先生方にも実施していきたいと

思っています。 

 

【参加者】DC 教育における家庭の連携と

いう話がありましたが、今の自分たちの親

や家族はネットに対するバイアスがある可

能性も否定できないと思います。その中で

家庭のアクティビティを行っていく場合、

家庭や子どもによって姿勢はバラバラだと

思いますが、教育者はどのようなアプロー

チをしていくことができるでしょうか。 

 

【ゲスト】例えば、ワークシートに「おうち

の方からひとこと」という欄を作って、保護

者にコメントを書いてもらうようにしてい

ます。子どもが学んだことを保護者に伝え

て、保護者が感想を書いてもらうのです。 

 それから、「おうちの方からひとこと」の

下に「学びを生かそう」という欄を設けて、

家の人にメディアバランスのインタビュー

をしてみましょうという取り組みをしてい

ます。つまり、家の人がどんなメディアをど

のぐらい使っているかを観察する内容にな

りますが、そうすると実は家の人もスマホ

ばっかり見ていたり、メディア漬けになっ

ていたりしていることが分かってきます。

このように、子どもを通じて家庭で話題が

広がっていくように工夫しています。 


